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奔
所
を
卯
民
八
幡
の
位
地
の
隣
地
怠
る
紳
主
屋
敷
地
に
建
築
し
・
祭

磁
毎
に
此
の
所
へ
卯
反
山
本
一
耽
よ
り
紳
盤
を
迎
へ
た
り
し
が
、
い
つ

し
か
一
位
の
.
如
く
成
り
、
殊
民
参
拝
人
等
本
枇
よ
り
も
繁
昌
す
れ

ど
、
卯
辰
八
幡
町
の
祉
は
も
と
政
所
の
隷
に
て
、
本
駐
は
卯
炭
山
・
の

枇
殿
た
り
。
今
は
右
放
所
た
る
枇
殿
も
、
八
幡
の
奮
枇
地
へ
移
し
、

殊
に
枇
殿
も
盛
大
に
港
管
し
.
前
の
枇
と
稀
し
、
本
祉
た
る
卯
辰
山

の
駐
を
ぽ
臭
の
枇
と
は
呼
び
た
し
け
り
。

。
卯
炭
山
-
・
本
松

此
の
松
は
宇
多
須
紳
枇
本
一
位
の
高
に
あ
り
て
、
山
尾
の
岡
の
上
に
生

ひ
た
り
。
古
来
金
海
近
議
に
て
の
名
木
と
す
o
亀
尾
記
に
一
宮
ふ
。
或

訟
に
、
卯
辰
山
の
一
本
松
は
、
義
経
の
笈
掛
松
と
て
、
昔
奥
州
下
り

の
時
、
安
宅
の
闘
を
遁
れ
て
此
の
地
民
衆
り
休
息
せ
ら
れ
し
と
い
へ

り
。
平
次
按
宇
る
に
、
義
経
が
事
を
い
へ
る
設
は
、
俳
人
北
護
が
北

園
巡
杖
記
に
.
古
昔
源
義
経
、
宮
樫
が
情
に
て
安
宅
の
闘
を
越
え
‘

卯
辰
山
古
昆
沙
門
の
枇
地
に
か

h
p、
今
は
心
の
健
な
れ
ば
と
て
、

篠
懸
を
股
ぎ
て
傍
の
松
枝
に
懸
け
給
ふ
。
今
に
一
本
松
と
て
古
松
一

樹
あ
り
。
と
載
せ
た
り
。
此
の
俗
設
享
保
以
後
よ
り
い
ひ
出
で
た
る

妄
誕
な
ら
ん
か
。
加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
云
ふ
。
金
棒
柳
町
に
居

の
時
代
茜
だ
建
へ
り
。
何
れ
正
殻
危
ら
ん
か
。
砲
尾
記
K
、
或
は
一
式

ふ
。
一
本
松
は
此
の
越
の
惣
名
に
て
、
一
針
松
た
る
を
去
ふ
と
も
い

へ
り
。
又
此
の
松
は
古
き
松
に
て
、
古
へ
は
唯
卯
辰
の
松
と
の
み
呼

ぺ
り
と
云
ふ
。
或
褒
伺
に
.

木
が
ら
し
や
卯
辰
の
松
の
年
間
は
ん

平
次
按
宇
る
に
、
一
本
松
の
伺
も
あ
り
。
伺
窓
草
庵
集
に
‘

一

本

の

松

を

ち

か

ら

や

君

公

北

枝

、、
-erか品
J

叉
加
能
越
百
人
一
首
に
、
金
津
八
景
。

A
S
、

ま
た
類
ひ
あ
ら
し
吹
き
ゆ
く
一
つ
松
西

内
-
偶
巴
】

千
世
々
々
と
呼
ぶ
雀
鳴
時

南

宮

貨
に
も
蛍
地
越
に
て
高
名
な
る
松
た
り
し
か
ど
‘
明
治
廿
三
年
の
春

二
月
廿
三
目
、
遊
人
の
狂
客
の
震
に
燃
出
し
、
一
時
消
し
習
む
る
と

い
へ

E
も
再
び
焼
出
で
、
迭
に
焼
亡
し
、
三
日
三
夜
許
に

τ火
漸
く

滑
え
た
り
。
今
僅
に
根
株
残
れ
る
の
み
。
貨
に
遺
憾
と
い
ふ
ぺ
し
。

金
滞
古
蹟
志
巷
叶
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位
す
る
井
上
勘
右
衛
門
は
‘
先
祖
頼
朝
卿
の
時
代
よ
り
加
州
土
渚
の

士
に

τ、
今
も
河
北
郡
薬
師
村
議
を
井
上
庄
と
い
ふ
。
是
共
の
奮
地

也
。
義
経
奥
州
下
り
の
頃
は
、
井
土
左
衛
門
と
一
試
ひ
、
後
大
膳
と
い

へ
り
。
向
山
の
一
本
松
は
、
井
上
元
胞
の
墓
印
の
木
也
と
云
停
ふ
。

井
上
の
屋
敷
跡
は
、
大
樋
の
宋
に
吉
原
と
い
ふ
村
の
山
手
に
あ
り
。

と
い
へ
h
p
。
三
州
志
健
義
飴
考
に
は
、
卯
炭
山
一
本
松
は
審
土
井
上

勘
左
術
門
の
友
塚
の
松
と
一
宮
ふ
。
勘
左
衛
門
は
初
め
利
家
卿
に
仕

へ
、
文
練
中
に
流
浪
し
、
慶
長
五
年
洩
井
暖
合
験
の
頃
は
太
田
但
馬

守
に
仕
へ
、
印
ち
鎗
功
を
以
て
明
年
再
び
藩
士
と
成
h
y
、
寛
永
二
年

渡
せ
り
。
と
い
へ
り
o
今
按
宇
る
に
、
義
経
の
笈
懸
松
と
い
ふ
事
は
、

寛
永
一
元
年
の
奮
跡
取
調
書
に
、
石
川
郡
久
安
村
稲
荷
の
位
地
に
、
延

賓
年
中
ま
で
義
経
の
笈
懸
松
と
一
式
停
へ
た
る
古
木
あ
り
た
る
よ
し
記

載
す
。
此
の
松
の
停
訟
を
ぽ
、
後
人
聞
き
過
り
て
、
卯
辰
山
一
本
松

の
事
と
い
ひ
た
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
叉
蘭
山
私
記
の
停
訟
に
披

・
れ
ば
、
卯
炭
山
一
本
松
も
、
彼
の
久
安
村
な
る
笈
懸
松
と
同
時
代
の

松
た
り
け
ん
。
井
土
左
衛
門
が
基
印
の
松
也
と
云
停
ふ
と
あ
る
に

τ

知
ら
れ
け
り
。
但
し
三
州
志
の
停
訟
の
如
く
、
務
土
井
上
勘
左
衛
門

が
次
壌
の
松
と
注
す
時
は
‘
寛
永
二
年
頃
に
植
ゑ
た
る
木
に
て
、
共
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